別表第１（第３条関係）

	補助事業
	補助事業者
	補助金の額
	補助金額の上限

	区分
	
	算定方法
	標準経費
	実行経費
	

	間伐材生産等
	間伐材生産
	林業に従事する団体、業者及び個人（以下「林業経営体」という。）
	標準経費又は実行経費のいずれか低い額
	定額単価（円／ha）×面積（ha）
※定額単価は、458,000円とする。当該定額単価は、標準単価350,000円及び間接費（標準単価の31％）により構成する（千円止め）。
※面積は、間伐材生産を実施した施行地の面積とする。
	・森林環境保全整備事業実施要領（平成１４年３月２９日１３林整整第８８５号）運用４の（５）に規定する経費とすること（参考別紙１の（１））。
・人件費の算出にあたっては、合板・製材・集成材生産性向上・品目転換促進対策事業実施要領（平成２８年１月２０日付け２７林整計第２３７号林野庁長菅通知）別紙「補助事業等の実施に要する人件費の算出等の適正化について」を準用すること。
[bookmark: _GoBack]・間伐の実行経費には、間伐材の生産に必要な林内作業員、土場、資材機置場、一時使用に供する集材路等の整備及び間伐材を搬出する際の積込に要する経費を含めることができる。
・関連条件整備の経費は、補助対象事業者が間伐に着手するうえで直接必要な経費とし、その内容は参考別紙１の（２）のとおりとする。
・国庫補助事業等により補助を受けた機械を使用する場合は、機械損料のうち償却費については、購入価格等から国庫補助額を減じた額を基礎単価とすること。
・支出等を明らかにした帳簿等の経費関係書類や金額算出に係る証拠書類等を整備すること。
	標準経費を上限とする。

	
	関連条件整備
	
	標準経費又は実行経費のいずれか低い額
	定額単価（円／ha）×面積（ha）
※定額単価は、16,000円とする。
※面積は、間伐材生産を実施した施行地のうち、関連条件整備を実施した箇所の面積とする。
	
	標準経費を上限とする。

	路網整備（森林作業道整備）
	林業経営体
	標準経費又は実行経費のいずれか低い額
	定額単価（円／ｍ）×開設した森林作業道の延長（ｍ）
※定額単価は、2,000円とする。
	－
	標準経費を上限とする。

	被災森林等復旧（森林復旧、路網復旧）
	森林所有者、森林所有者により構成される団体又は林業経営体
※補助金の交付申請その他の事務は、第三者に委託することができる。
	標準経費又は実行経費のいずれか低い額
	(1) 森林復旧
定額単価×復旧区域面積(ha)×被害率(%)
※定額単価は、間伐材生産の単価に準じる。
(2) 路網復旧
査定事業費
	・様式１３号に記載の経費とし、計算書を添付すること。
	標準経費を上限とする。

	不用木撤去
	森林所有者、森林所有者により構成される団体又は林業経営体
※補助金の交付申請その他の事務は、第三者に委託することができる。
	見積りにより算定された経費
	－
	－
	見積りにより算定された経費を上限とする。


備考
　補助金の額に１００円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとする。
